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分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の

九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
九
州
電
力
大
津
営
業
所

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
６
０
２

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　
聴
覚
障
が
い
者
、
特
に
中
途
失

聴
者
、
難
聴
者
の
社
会
参
加
を
支

援
す
る
た
め
、
話
し
言
葉
を
文
字

に
変
え
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
う
要
約
筆
記

者
養
成
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
日
数
が

短
く
な
り
ま
す

　

４
月
１
日
以
降
の
申
請
分
か

ら
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
交

付
ま
で
の
所
要
日
数
が
左
記
の
と

お
り
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

●
所
要
日
数

▼
本
庁
申
請　
９
日
間

▼
支
所
申
請　
11
日
間

※�

土
・
日
曜
日
。
祝
日
、
休
日
、

年
末
年
始
を
除
く
日
数
。

問
市
役
所
市
民
課�

戸
籍
係

☎
２
２
‐
３
１
３
５

ス
ギ
ハ
マ
キ
に
よ
る
ス
ギ

赤せ
き
へ
ん変
現
象
の
情
報
提
供
を
！

　
昨
年
春
か
ら
発
生
し
て
い
た
ス

ギ
ハ
マ
キ
に
よ
る
ス
ギ
の
赤せ

き
へ
ん変
現

象
は
、
夏
頃
に
２
回
目
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
被
害

の
拡
大
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
ス
ギ
ハ
マ
キ
の
被
害
は
、
通
常

２
～
３
年
で
終
息
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
春
頃
に
再
度
発
生
す
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
ス
ギ
の
葉
が

赤
く
枯
れ
た
り
、
昆
虫
が
大
量
に

発
生
し
た
り
す
る
な
ど
、
普
段
と

変
わ
っ
た
状
況
が
見
ら
れ
た
ら
、

左
記
ま
で
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
市
役
所
農
政
課�

畜
産
林
業
係

☎
２
２
‐
３
２
７
４

問
阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課

☎
２
２
‐
３
６
４
９

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
熊
本
支
部
の
保
険

料
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
27
年
４
月
分
（
５
月
納
付

分
）
か
ら
、
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険

料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
加
入
す
る
皆
さ
ま
の
医
療
と
健

康
を
支
え
る
た
め
、
保
険
料
の
負

担
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※�

任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
本

年
５
月
分
の
保
険
料
か
ら
改
定

さ
れ
ま
す
。

●
熊
本
支
部
の
健
康
保
険
料
率

▼
改
定
前　
10
・
07
％

▼
改
定
後　
10
・
09
％

●
介
護
保
険
料
率

▼
改
定
前　
１
・
72
％

▼
改
定
後　
１
・
58
％

※�

�40
～
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保

険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
健

康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料
率

が
加
わ
り
、
11
・
67
％
と
な
り

ま
す
。

※�

平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
は
、

例
年
よ
り
１
カ
月
遅
れ
て
の
本

年
４
月
分
（
５
月
納
付
分
）
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

☎
０
９
６
‐
３
４
０
‐
０
２
６
１

鯉
の
ぼ
り
な
ど
で
の
感
電

事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚

や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
万
が
一
、
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自

お
知
ら
せ
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募

集

必ずチェック最低賃金！
使用者も、労働者も。

■特定（産業別）最低賃金（H26.12.15 ～）
電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業

725円
自動車・同附属品製造業、船舶製造・
修理業・船用機関製造業

775円
百貨店・総合スーパー

707円

熊本労働局労働基準部賃金室
☎ 096-355-3202
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〒869-2223  阿蘇市竹原4-1

TEL 0967-34-0257
www.t-watanabekensetsu.jp

●省エネ、高断熱の家
●独自の地震に強い木造軸組
（まぐさ工法）
●リフォーム
　（国の補助制度等もあります。）
　耐震、省エネ、バリアフリー　
　お風呂、キッチン、外壁塗装
●修理や補修も！
●古民家リノベーション
お気軽にご相談ください！！

地域密着の工務店

●�

と
き　
５
月
14
日
か
ら
10
月
29

日
ま
で
（
全
21
回
）

　

�

毎
週
木
曜
日　
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

●�

と
こ
ろ　
熊
本
県
身
体
障
が
い

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
東

区
長
嶺
南
２
丁
目
３
‐
２
）

●
定
員

▼
手
書
き　

20
人
（
先
着
順
）　

▼
パ
ソ
コ
ン　
20
人
（
先
着
順
）

●�

費
用　
３
０
０
０
円
程
度
（
テ

キ
ス
ト
代
）

●�

申
込
方
法
　
電
話
で
熊
本
県
聴

覚
障
害
者
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
４
月
30
日
木

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

�

熊
本
県
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
９
５

農
作
業
安
全
講
座

　
熊
本
県
で
は
、
農
作
業
安
全
と

農
業
機
械
の
効
率
的
利
用
を
推
進

す
る
た
め
、
熊
本
農
業
ア
カ
デ

ミ
ー
（
農
業
機
械
専
門
コ
ー
ス
）

の
講
座
と
し
て
農
作
業
安
全
講
座

（
大
特
・
け
ん
引
）
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

●�

講
座
内
容　
農
業
機
械
（
大
型

特
殊
・
け
ん
引
）
に
か
か
る
安

全
啓
発
及
び
運
転
操
作
技
術

●�

受
講
対
象　
県
内
に
居
住
す
る

専
業
農
家
、
第
１
種
兼
業
農
家

の
構
成
員
で
、
大
型
特
殊
車
両

の
農
業
機
械
を
有
す
る
ま
た

は
、
利
用
し
て
い
る
も
の
（
予

定
も
含
む
）。

●
開
催
場
所　

　
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
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使用済み
インクカートリッジを

回収します
　市では、ごみの減量や循環型社会
の推進を図るため、�プリンターメー
カー６社が共同で実施している「イ
ンクカートリッジ里帰りプロジェク
ト」に参画し、使用済みカートリッ
ジの回収に取り組んでいます。�

●�「インクカートリッジ里帰り
プロジェクト」とは

　�プリンターメーカー６社（ブラザー
工業株式会社、キャノン株式会社、デル株式
会社、セイコーエプソン株式会社、日本ヒュー
レット・パッカード株式会社、レックスマー

クインターナショナル株式会社）が使用
済みインクカートリッジを共同回
収し、再生カートリッジやボール
ペン等の材料として再生利用する
事業です。

●回収対象のインクカートリッジ
　�プロジェクト参画企業６社が製
造・販売する純正の家庭用インク
カートリッジです。
※�著しい破損品はリサイクルの障害
になるため入れないでください。
※�袋や箱などカートリッジ以外のも
のは入れないでください。

●回収箱の設置場所
　�阿蘇市役所、内牧支所、波野支所
に設置しています。

●平成 26年度回収実績
　▶阿蘇市役所 25.4㌔
　▶内牧支所 7.4㌔

問い合わせ
市役所市民課　☎ 22-3135

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

の全国交通安全運動春 ５月１１日（月）～５月２０日（水）

❶ 自転車の安全利用の推進 運動の
重点

❷ 全ての座席のシートベルトと
　 チャイルドシートの正しい着用の徹底
❸ 飲酒運転の根絶

横 断 歩 道
止まって渡す 思 いやり

　   キャンペーン
横断中の事故をなくすため、「手を前」に出して、
お互いの「思いやり」を伝えましょう！

「手を前」に出して

ドライバーに合図
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借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日９時～１７時１５分（予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１１００円
・『多重債務』の相談 は 無料 阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　森　あい（もり　あい）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

＊まずはお気軽にお電話下さい

●�

募
集
期
間　
４
月
６
日
月
か
ら

５
月
８
日
金
ま
で

●�
費
用　
講
座
は
無
料
。
た
だ
し

運
転
免
許
試
験
受
験
に
係
る
経

費
及
び
傷
害
保
険
料
は
自
己
負

担
。

●�

申
込
書
提
出
先　

　

�

阿
蘇
地
域
振
興
局
農
林
部
農
業

普
及
・
振
興
課

☎
２
２
‐
５
２
１
２

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

受
講
者
を
決
定
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

※�

新
規
就
農
者
な
ど
で
も
、
農
作

業
従
事
日
数
が
１
５
０
日
を
超

え
、
右
記
の
条
件
に
該
当
す
る

場
合
受
講
は
可
能
で
す
。

阿
蘇
市
文
化
協
会
講
演
会

　
阿
蘇
市
文
化
協
会
は
誕
生
し
て

10
年
。
文
化
の
絆
を
広
げ
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
例
年
取
り
組
ん

で
い
る
講
演
会
を
こ
と
し
も
開
催

し
ま
す
。

　
熊
本
県
や
阿
蘇
劇
場
喜
楽
座
を

中
心
に
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
玄

海
竜
二
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

と
き　
４
月
24
日
金　
午
後
１

時
開
場
／
１
時
30
分
開
会

●�

と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
内
牧
）

●
演
題
「
俺
は
流
れ
の
旅
役
者
」

●
入
場
料　
無
料

問
阿
蘇
市
文
化
協
会
事
務
局

☎
２
２
‐
２
２
２
３

市
民
公
開
講
座
～
脳
血
管

障
害
　
阿
蘇
医
療
圏
の
現

状
と
将
来
へ
の
展
望
～

　　
第
22
回
熊
本
県
臨
床
工
学
会
を

阿
蘇
市
で
開
催
し
ま
す
。
日
本
全

国
に
お
い
て
医
療
の
過
疎
化
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
中
、
阿
蘇
医
療

圏
の
現
状
と
将
来
の
展
望
に
つ
い

て
、
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
の
甲
斐

豊
院
長
を
講
師
に
お
招
き
し
、
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　
４
月
26
日
日

　
午
前
10
時
10
分
～
11
時

●
と
こ
ろ　
ホ
テ
ル
角
萬（
内
牧
）

問�

熊
本
県
臨
床
工
学
会
事
務
局

（
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
３
４
‐
０
３
１
１

親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
会
カ
ラ
ー

サ
ン
ド
ア
ー
ト
を
作
ろ
う
！

　
好
き
な
色
の
砂
を
使
用
し
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
サ
ン
ド
ア
ー
ト
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
の
も

と
、
親
子
で
観
葉
植
物
や
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
置
物
を
ア
レ
ン
ジ
し

て
、
あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

楽
園
を
完
成
さ
せ
よ
う
！

●
と
き　
４
月
26
日
日　

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

●�

と
こ
ろ　
阿
蘇
み
ん
な
の
森
森

林
学
習
展
示
館

催

し

食中毒を
予防する３つの原則
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●�

参
加
資
格　
小
学
校
高
学
年
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　
30
名

●
参
加
料　
３
０
０
円（
保
険
料
）

●
申
込
締
切　
４
月
20
日
月

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

●�

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
株
式
会
社
Ａ
Ｓ
Ｏ
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト

〒
８
６
９
‐
２
３
０
１　

　
阿
蘇
市
内
牧
２
６
７
番
地
７

☎
３
２
‐
５
４
４
５

Ⓕ
３
２
‐
５
１
１
６

新しい降灰予報が始まりました

降灰予報（定時） ３時間毎に 18 時間先まで発表
降灰予報（速報） 噴火後 5 ～ 10 分で発表
降灰予報（詳細） 噴火後 20 ～ 30 分で発表

●噴火予報内容

●降灰量階級（予報で用いる降灰量の階級）

名称 厚さ とるべき行動
多量 1㍉以上 外出・運転を控える

やや多量 0.1 ～ 1㍉ マスクなどで防護する
少量 0.1㍉未満 窓を閉める

降灰予報は気象庁ホームページのほ
か、テレビやラジオなどを通じで伝
えられます。用途に合わせて活用し、
降灰対策をお願いします！

気象庁
の

問
総
務
課�
防
災
対
策
室
☎
２
２
‐
３
１
１
１

広
告
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人工透析センター

火 災
件数 累計 前年同期比

建 物 0 件 0 件 6 件  減
林 野 0 件 0 件 －件  －
車 両 0 件 0 件 －件  －
その他 1 件 2 件 2 件  増

事 故

数字 で阿 蘇 市 を
見てみよう

人の動き

件数 累計 前年同期比
発生事故 7 件 12 件 5 件  増
死 者 0 人 0 人  －人  －
負傷者 11 人 18 人 10 人  増

人数・世帯数 前月比
人 口 27,813 人 32 人 減
男 性 13,122 人 14 人 減
女 性 14,691 人 18 人 減
世 帯 11,283 世

帯 20 世
帯 減

ご み
排出量 前年同月比

可燃ごみ 547.4㌧ 24.0㌧  増
資源ごみ 63.1㌧ 0.7㌧  減
不燃ごみ 7.3㌧ 3.1㌧  増
1 人当たりの量 782㌘ 41㌘  増

（大阿蘇環境センター未来館搬入実績より）
※ ごみ処理量が減るよう減量化に取り

組みましょう。

春は行
楽シーズン

！

食中毒を
予防する３つの原則

　足や運動会、ハイキングなど、イベントが多い季節になりま
した。気温が高くなると食中毒が起こりやすくなります。

食中毒を防ぐために、「つけない」「増やさない」「やっつける」
という３つの原則に注意して、楽しい行楽シーズンをお過ご
しください。

遠

つけない　▶ 洗う！分ける！

手にはさまざまな雑菌が付着しています。食
中毒の原因菌やウイルスを食べものにつけな
いように、調理前や残った食品を扱う前など
には必ず手を洗いましょう。

増やさない　▶ 低温で保存！

細菌の多くは高温多湿な環境で増殖が活発に
なりますが、10℃以下では増殖がゆっくり
となり、マイナス 15℃以下では増殖が停止
します。肉や魚などの生鮮食品などは、購入
後、できるだけ早く冷蔵庫に入れましょう。

やっつける　▶ 加熱処理！

ほとんどの細菌やウイルスは加熱によって死
滅しますので、肉や魚はもちろん、野菜など
も加熱して食べれば安全です。特に肉料理は
中心までよく加熱することが大事です。中心
部を 75℃で 1分以上の加熱が目安です。

問市役所市民課�☎ 22-3135

（参考：政府広報オンライン）
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